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Development of natural ecology literacy 
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This paper presents the framework of Japanese language education based 

on linguistic ecology .focusing on development of natural ecology literacy: 1 the 

framework of linguistic ecology; 2. the framework of Japanese language education 

based on linguistic ecology ; and 3.the development of natural ecology literacy. 

1. はじめに

1 .自然科学系内容に関する日本語教警の直面する課題

一内容函・言語面両者間の有機的関連づけの未発達一

自然科学系内容に関する日本語教育は、当初の意欲的な先行諸実践・諸研究の後、十分な展開

が進んでいなし10 多くの日本語学習者を擁する諸国でも、自然科学系志望学習者は、英語圏への

留学を優先して選択している。このような現状は、何日本語教育がContentbasetd instruction (内

容重視の言語教育)として導入され、行なわれてきたものであるにもかかわらず、内容面・言

語面両者間の有機的関連づけが十分でないことによる。すなわち、第一に、内容面の学習に対す

る原理上・方法上の枠組みの検討が必要な状態であり、第二に、言語面の学習プロパーそれも単

語、構文、綬られたテキスト構造というツールの学習と翻訳中心で、内容面に関する学習の構造

化が不十分であり、第三に、それに伴って、内容面・言語面両者間の関連づけが十分進んでいな

いことによる。これら内容・言語両面にわたる課題の克服には、同教育の原理・方法面での検討

を、内容琵・言語面両者を統合的に包摂する理論的枠組みの構築に即して行うことが不可避であ

る。

2.自然科学系内容に関する呂本語教育の対応すべき状況

一自然科学諸学の急速な統合化と、人文社会・自然雨科学を統合する視野、社会システムに対

するグローバルレベルの要請-

同時に、一方で、従来の自然科学系内容に関する日本語教育は、 20世紀自然科学と人文社会
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科学が分離状態にあったため、人間諸科学との統合的視点のもとに自然科学系内容をとりあげる

のでなく、自然科学系学習者のアクセスのみを前提とするものに限られていた。ところが、 21 

世紀に入って、象徴的には、人間ゲノム配列の解析が完了したことに伴い、自然科学で、従来、

発生学、遺伝学、医学、生化学、進化学、生物物理学、生態学、地質学などに分化されてきたの

知見の統合化が進んでいる、すなわち、 「領域間の関係そ横断して統合的視野からとらえ返さな

い限り、スーパーシステムをなす生命の相互交渉的全体像を明らかにすることができない」とし

て、生命科学を中心に物質科学を含む自然科学諸学全体を巻き込む統合化が、発生生態学、進化

生態学、進化発生学、生化学、生物物理学、再生医学などを皮切りとして一気に進展し、これに

即して生体内生態系・生体外生態系を包摂する包括的生態学を生みだしてきた。

他方、人文・社会科学でゲノム情報の社会的管理、生体問臓器移植、不妊治療をはじめとする

生命倫理にかかわる諸問題や、環境問題などに典型的な、人文社会・自然両科学の分野を統合す

る視野、社会システムに対するグローバルレベルの社会的要請が広がっている。

このような統合化や要議のもとにあるにもかかわらず、同時に一方では、霞際競争力強化に対

する各国の社会的要請ゆえに、即戦力養成に向けた研究・教育の専門化、細分化、そのカリキュ

ラムイヒが進み、学問的には統合化が進行しながら、システム上は、内容的統合化やグローバルレ

ベルの社会的要請に十分対応していく方向には展開し得ていなし10

このような研究・教育システム上の分化状況にあって、しかし、生態学は、自然生態学を始原

形態として出発しながらも、環境危機を契機として人間生態学・言語生態学が形成、展開する

に伴い、総合生態学すなわち自然・人間・言語の一体的学としての生態学へと展開してきた。

そのもとで、教育においても、生態学のうちの言語生態学に基づく持続可能性言語教育に典型的

なごとく、言語教育は、アクロスカリキュラムを追求する条件を具えたものとしての地平を切り

拓きつつある。アクロスカリキュラムとは、教育の諸領域の粋を超えるテーマを従来のカリキュ

ラム領域の境界を超えて達成するカリキュラムのあり方及びそれに基づくカリキュラムを指す。

特に、読み、聴き、話し、書き、考える教材やテーマとして、諸学、諸分野を横断する内容をと

りあげることができることから、 21世紀を境として内容重視言語教育の新展開を通じた新たな

段階に移行している(詳しくは、岡崎 20 0 8 aのp20、2009aのp6、bのp4、cのpl02の諸

論) 0 

以上を踏まえ、本論は、後述の目的とともに、自然科学系内容に関する自本語教青を、第一

に、人文社会・自然、両科学にわたる統合的内容に基づき、第二に、人文社会・自然、再科学系

志望学習者を対象として、両科学系志望学習者それぞれに対する共有・毘有両部分を持つコー

ス・学習・テキストシラパスデザインに沿って進める日本語教育として行うための理論的・実践

的枠組みの構築を白指すものである。

3. 自然生態学的リテラシーを育成する言語生態学に基づく B本語教育

異体的には、本論は、自然科学に関する内容スキーマの発動の対象となる日本語テキストを

ベースとした自然生態学的リテラシーを育成する言語生態学に基づく日本語教育の原理部分につ
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いて論ずる O

( 1 )自然生態学的リテラシーの育成

自然生態学的リテラシーの育成とは、人照的自然としての自己を含む自然生態系にかかわる認

識・実践を形作るリテラシーの育成を指す。自然生態学的リテラシーの育成は、自然科学各領域

国有スキーマにそった内容をもっ日本語テキスト群を学習環境とすることによって、スキーマ

ベースのもとで学ぶ言語習得上の利点をもった学習に基づくものである。そこでは、自然科学系

列のテキスト固有のテキスト結束性(cohesion)、凝集性 (coherence)のルールの習得と、自然科

学各領域に関する既有の知見・既知の語桑両者の形作る有機的ネットワークを背景に、迅速に内

容が理解できることによる理解可能なインフ。ットの獲得に基づく習得をベースとして自然生態学

的リテラシーを形成していくものである。郎ち、これによって、第一に、学習者が自然に関わる

スキーマの基礎部分に関して既に持っている第一言語生態系を継承・発j喪させる形で第二言語生

態系と、第二に、自然界の能動的認識に向けた自然生態学リテラシ一、の荷者の統合的育成をた

どることを呂指すものである。更にその場合第三に、自然界、典型的には自然生態系における生

命、を捉える場合、人間・社会・人間の生活それぞれにおける生命と、自然の一部としての入閣

の生命を含む自然生態系における生命全体に対する全パースペクティヴのもとに、 「自己を起点

として自然生態系における生命を捉える」過程をたどる o Nllち、自己を起点とし、人間生態系上

の間いのrelevance関連を辿るかたちで、離:土・離水・都市型生活にあって不可視化されている全

体としての自然、生命に対する認識・実践に関わるリテラシーの育成として進められる。従って

人文社会・自然、両科学にわたる統合的内容に基づく視野のもとに、但し両科学系志望学留者そ

れぞれに対する共有・国有両部分を持つコース・学習・テキストシラバスのデザインに沿って進

める育成を図るものである。(人文社会・自然両科学系志望学習者の間の、保有している自然科

学包有スキーマ上、問題意識上、認識起点上の違いに対するコース・学寄・テキストシラパスデ

ザインについては別の機会にゆずる。)

(2)言語生態学

「言語生態学に基づく J日本語教育とする所以は、言語生態学が、第一に、自然・人間・言語

三生態系の相互交渉的関係を重視する生態学の一部を成すものであること、第二に、言語生態学

が、三生態系の相互交渉的関係のもとで、自然界(ニ自然生態系) ・人間世界(=人間生態系)

を含む世界の能動的認識を言語生態系が媒介すると捉えること、その上で、自然の一部としての

人間(=人間的自然)諸活動と言語活動を一体化してなされるものとして把握すること、第三

に、第一、第二の帰結として、言語能力を言語、認識、情意、社会、文化などの諸能力の相互交

渉的関係の形作る生態学的ネットワーク育成によって形成されるものと捉えることによる。

即ち、これによって、言語生態学が、内容重視の言語教育の目的とするところの、一方で、内

容にかかわる認知・認識、情意、社会、文化諸能力と、他方で、言語の能力の育成を、原理面・

方法面で、有機的に関連づける理論的基盤を具えることによる。言語能力を、人間活動上の諸能
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力(認識・認知、情意、社会、文化諸能力)と有機的一体をなすものとしてとらえるが故に、言

語生態学は、内容重視言語教育の「言語面Jと「内容面」の両者の有機的関連づけが原理・方法

上可能となる枠組みを成すことが出来る。

以上に基づき、本論は、潜在的には世界規模で膨大な学習者を擁する自然科学系内容日本語教

育の理論的・実践的砕紐みの構築に基づく領域としての確溜たる確立を包括し、第一に、言語生

態学の基本的枠組み、第二に、生態学的リテラシーの育成を目指す言語生態学に基づく日本語

教育の枠組み、第三に、内容重視言語教育の内容・言語両語を統合的に包摂する理論的枠組みの

構築に即した原理面・方法面での具体的検討を踏まえ、上記枠組みに基づく自然生態学的リテラ

シーの育成について論ずる O

11.言語生態学の基本的枠組み

1 .自然“人間・言語生態系の棺互交渉的関係の下にある生存のありようとその基盤を問う生態

学の枠組み

一般に、生存のありようとその基盤を問う学である生態学の枠組みの基本となるものが自然・

人間・言語三生態系の戒す成系構造の捉え方(向精2009cpl02)であるO 成系構造の捉え方で

は、自然・人間・言語各生態系は三者間の下に形成・共進化し、生命体・人間の生存もまたその

下で相互交渉的関係の下にあるものとして把握される。

成系構造とは、自然、人間、言語の三生態系が相互交渉的に形作っている根本構造である。自

然生態系は全体として、物質・エネルギ、ー循環の下に、生物の食物連鎖が形成されており、それ

を通して種(しゅ)の保存及び進化が生物・非生物の践の共進化を成す形で展開されている。人

間生態系はこの自然生態系の一部をなし、同様に物質・エネルギー循環、食物連鎖、進化、共進

化を形作っている D 物質・エネルギー循環に基づく食物連鎖は、人間においても種の保存、保持

の根本をなしている。一万年前の氷河期緩和期の下、農耕によって食糧を生産し、消費するとい

う新しい形態の食物連鎖に人類は移行した。その移行過程で生み出された食糧生産活動のための

協働は、それを円滑、効果的に進めるための言語を生み出し、ここに第三の生態系として言語生

態系が形作られた。これ以降、自然、人間、言語の三生態系は相互交渉的構造である成系構造を

なすものとなった。

ここで留意すべき点は、第ーに、自然生態系は、人間生態系生成以降人間生態系を内蔵した自

然生態系をなしていること、第二に、逆にその下で人間生態系は自然生態系に内蔵される形で成

立していること、従って両生態系は、相互交渉的関係の中でしか存立していないことである O

第三に、自然・人間両生態系関・各生態系内の相互交渉的関係を媒介するものとして言語生態系

が形成され存在していることである。換言すれば、 「自然、人間、言語生態系は、何れも単独で

はなく、相互交渉的関係の中で存在していることの明示的認識」の学的表現が成系構造の枠組み

である D 生態学のそれぞれは、この成系構想の捉え方の枠組みに基づいて生物、人間の生存のあ

りょう、及びその基盤を支える構造、過程を明らかにするものである O 言語生態学もまた成系構
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造をその具体的枠組みの基本としている O その場合、前段に対応して留意すべき点は、自然生態

学は自然生態系、人間生態学は人間生態系、言語生態学は言語生態系を、それぞれ一対一的に対

象とする学ではないということである O また、自然、人間、言語三生態系が、人類史開始以陣何

れも単独では存在していないこと、郎ち、自然、人問、言語各生態系は相互交渉的関係の下に形

成され、共進化し存立するに至っていることであるO 従って、各生態学は、三生態系それぞれの

下にある非生物・生物を含む自然、人間、言語及びそれぞれの「生存Jを基底とする生態の各相

が、三生態系の相互交渉的関係の下にあるものとして捉えられて始めて現実相として解明するこ

とが可能であること、を明示的に認識する学として規定される。

即ち、生態学は、生態学パラダイムをなし、起点はそれぞれ自然、人間、言語としつつも、そ

れぞれの下にある生態の各相を常に必ず、第一に、三生態系全体との関係の下で、第二に、三生

態系間の相互交渉的過程、構造、それらのなす関係の下にある個別生態として捉え返し、第三

に、各生態学を、それぞれベクトルをなし、合成ベクトルの形成を通して総合生態学を形作って

いく学、であることを明示的に認識し、展開されていく学である。 r生存j の各相の解明もまた

この把握の下に捉えられる成系構造の枠組みに基づいてなされる。

2.言語生態学の枠組みに基づく「生存J

言語生態学の下で「生存Jに関わる問題は以下のように捉えられる。

( 1 )過程的構造と現実生態場的構造

成系構造には、一方に麿史的生成過程の形づくる過程的構造があり、他方に「今、ここJで形

作られる現実生態場的構造がある。現実生態場(岡崎2009cpl02)とは、自己や、他の、グロー

パル化世界の下にある「今、ここ」に生存するものが直面する現実世界、即ち人間世界(人間生

態系)と自然界(自然生態系)全体を指す。 r今、ここJのもとには、人間世界(人間生態系)

と自然界(自然生態系)の歴史的生成過程が凝縮され、国有の形を示す現実生態場が実現されて

いる。即ち、歴史的生成過程が現実生態場の構造の中に、個体発生が系統発生を繰り返す形で実

現されている。

(2)自然生態系と人間生態系、言語生態系三者による構成

過程的構造は、自然、人間、言語三生態系全体の歴史を包摂する構造である O それは、人類史

以前の自然史に端を発する過程である。成系構造は詳しくは、人類史以前の自然史段階の成系構

造と人類史における言語を含む段階の構造の二段階をもっ。

現実生態場的構造も、現実世界のうち、人間世界を形作る人間生態系のみでなく、一方でその

生存の基盤をなしている自然生態系、他方で人間生態系の、端的には食糧生産の場面の協働の円

滑化・効率化の媒介をなす言語の生態系、の三生態系を包摂する構造である。
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(3)世界の能動的認識過程

一過程的構造と現実生態場的構造を捉える雨過程の関の循環的過程一

「生存Jに関わる問題を包摂する跨いである「世界(自然界・人間界)はどうなっているかJ

「その下に生物、人はどのように生きであるか」の間い、及び「その下でどのように生きていく

かJの潤いを、現実生態場のもとにある人間主体が考えていく過程が世界の能動的認識過程であ

る。 r能動的」とするのは、現在のような危機的状況の下で、人間主体が状況を積極的にどのよ

うなものとして捉え、それに基づくどのような生き方が可能なのかを考え実践する視角から世界

を捉えようとする点で、能動的な性格をもっていることによる。

世界の能動的認識過程は、成系構造の枠組みによって次のように捉えられる。

即ち、一方で、直面する現実生態場における問題、特に、金融をきっかけとする雇用・食糧・社

会保障の構造的破綻と、その一体的帰結としての10億人飢餓という生存の危機の問題を含む問題

に対する認識を起点として、現実生態場として現れている繋がり総体と、繋がりを形作っている

入、生命体、もの、そしてそれを成す根本的構造としての成系構造を辿る。他方で、それを辿る

過程を手がかりとして、現実生態場的構造を現在のような相のもとに凝縮し固有の形であらわし

ているものとしての歴史的過程を分析していく o &Dち、直面する現実生態場的構造はいかなる歴

史的段階相を経て現在に至ったのかを辿ってゆく O したがって、世界の能動的認識は、現実生態

場の問題の認識を起点として、成系構造の現実生態場的構造と過程的構造を辿る循環的過程とし

て形づくられる。

(4)自己と世界の相互即応的s号示の過程としての世界の能動的認識過程

世界の能動的認識過程の重要な所以は、その段階的各過程において、世界に関する認識が新た

な本目の下に開示されると共に、それと拐互に即応して、自己に隠する認識が開示され、自己自身

が何であり、何であるべきか、の各棺が段階的に開示されてゆくことにある D 世界の過程的構

造の各段階、現実生態場的構造の各段階が把握されるその都度、認識主体がそれらを認識するこ

とによって世界と自己との簡に新たな関係が築かれる。自己は新たな世界との関係のもとにある

新たな自己として自覚される。認識主体はそのような新たな段階の自己として開示されてゆくの

である。すなわち、世界の能動的認識過程は同時に、自己をその都度段階的に引き上げ、あらた

な存在相のもとに開示してゆく過程である。世界の能動的認識過程があって始めて世界は開示さ

れ、入は、自己が何であるかの認識を自己に向かつて路示し、また自己を世界に開示してゆくこ

とが出来るものとしてある。

111. 自然・人間@言語生態系総体を捉える学としての言語生態学

一自然生態系・人間生態系・言語生態系総体を形作る言語を捉える学としての言語生態学一

言語生態学のもとでは、言語在、人間生態系のみのものとして限定せず、自然生態系・人間生

態系・言語生態系総体を形作るものとして捉える。自然生態系・人間生態系・言語生態系総体を
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形作る言語とは言いかえれば、三生態系総体の把握のもとに、言語を、三生態系に内在してその

主主イ本を形{乍るものとして捉えることである。

このように自然生態系・人間生態系との間の内在的関係のもとにある言語を捉える学としての

言語生態学は、一方で、自然生態系・その領域としての人間生態系と、他方、それぞれを内在的

に形作る言語生態系の双方を視野のもとに捉え、その上で、双方の相互内在的関係と後者の内在

的過程・構造を記述・分析し、またその記述・分析に基づき保全・育成する学である。

このような構造に基づき、言語生態学では以下の基本的な見方がなされる。

第一に、言語生態学は、自然生態学、人間生態学と一体的学としての言語生態学を成す。

第二に、自然、人関、言語のそれぞれのwellbeingあり方の良さは、相互交涜的一体を成す。言

語生態学の目的は、自然、人間、言語の相互交流的wellbeing、即ち三者間のトータルエコロジ-

f統合的生態学性Jを追求することである。 郎ち、学の理念上の呂的は、自然・人間 e 言語三者

間のトータルエコロジーの追求である D この理念上の自的の下に、学の実践上の目的として、自

然・人隠・人間生態のwellbeingの不全で、ある世界飢餓の縮減・克服が置かれる。

第三に、言語は、人間、自然それぞれの進化の相互交渉的媒体を成し、その棺互交渉的過程に

おいて、言語もまた進化するものとして形成され、形態進化を辿る o tll1ち、言語は、人間、自

然、それぞれ及び両者相互間の相互作用の媒体として、それぞれ及び相互間の組織化を媒介促進

するものとしてある O その組織化の過程において言語もまた自己を組織化し、言語、人間、自然

のそれぞれの進化は相互交渉的過程を成す。

このように言語は、人間・自然i両者に普遍的・本質的に存在するものとしてあり、人間、自

然、両者それぞ

IV. 生態学的リテラシーの育成を自指す言語生態学に基づく毘本語教青の枠組み

1 .生態学的リテラシーの概念

( 1 )生態学的ネットワークの育成

言語生態学に基づく持続的可能性教育としての日本語教育の目的は、生態学的リテラシーの育

成である O 生態学的リテラシーの基本は、学習目標に関連する諸力の生態学的ネットワークの育

成である。これは、 「学習目標の達成が単一要因の育成によって可能となる」という従来の言語

教育の考え方に対して、学習呂擦は生態学的ネットワークの育成によって達成されるという考え

方に立脚するO

この考え方は、従来の言語教育の考え方 rone to oneの教育効果観Jと根本的に異なるもの

である。 rone to oneの教育効果観j とは、例えば英会話能力の獲得という学習呂標達成のため

に英語によるコミュニケーションの場を設定し、そこで集中的効率的トレーニングをすることに

よって教育効果が達成されるとする考え方であるO 他方、 「生態学的ネットワークの育成によっ

て達成されるJとする考え方では、学習者の既有の言語能力が存在し、言語教育はそのよに行わ

れることを前提とする O その上で、この学習者の既有諸力と、 「学習白擦に関連する諸カの生態
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学的ネットワーク」との弱者間の紹互交流釣な過程の青成を自指す。その中で、単一経路におけ

る一方の要因が他方の要因である学習目標に効果を与えるという oneto oneの関係ではなく、学

習者の既有諸カと、生態学的ネットワークを構成する諸力や諸項呂との間で形作られる諸関係の

中で、相互交流的に達成される学習過程「ストカスティック・プロセスとしての学習過程J (ベイ

トソン『精神の生態学J]p210)における教育効果を呂指すものである。ストカスティック・プロ

セスとは、単一ルートの過程ではなく、多数のルートで発信された情報が形作る確率相の結果、

事象が形成されていくプロセスを指す。

(2)生態学的リテラシー

そのような過程で形成されるものが以下に述べる生態学的リテラシーである。従って、知識と

いうー要因の獲得を目指す記憶・理解などの形態や、英語会話能力の獲得のための集中的なト

レーニングという形で獲得されるリテラシーとは異なった性格のものである。

リテラシーとは元来識字能力(読み書き)を指す言葉である。それが近年拡張され、様々な学

習の基礎にある能力を指すようになり、現在ではコンピューター・リテラシ一、経済学リテラ

シーなど個別の領域における基本的能力という意味合いをもって使用されている。

これに対して、持続可能性教育としての日本語教育で取り上げる生態学的リテラシーは、生き

方のベースとなる基本的な能力を指す。人間生態系、自然生態系の様々なレベルの変動下で、従

来の枠組みによって処理できない事柄が生じてきている中で、 「持続可能な生き方を自分なりに

どのように築き上げていくか」の聞いと、世界に対する認識を関連づけることによって、変動す

る世界を能動的に認識する過程を形作り、具体的に実践していく能力、また実践の中でその認識

を修正・改善しつつ育成していく能力を指す。具体的には、例えば「グローバル化世界の下にあ

る自己および他者の雇用や食糧について、自己の中から自発する間いをたどることを手がかりと

して、自己の生き方を考える能動的認識・実践過程を進めるJ中で獲得されていくものが人間生

態系に関わる生態学的リテラシーである(自然生態系に関わる生態学的リテラシーについては後

述)0 

2.人箆@自然両生態系における認識@実践の形成過程に注目した定義

生態学的リテラシーの形成過程に注目すると、生態学的リテラシーとは、人間・自然両生態系

における言語、人間、自然相互間のトータルエコロジーの育成を目指す能動的認識・実践過程を

通して、生態学的世界・自然認識、生態学的生き方、生態学的対人間・対自然関係、生態学的

アイデンティティー、生態学的意思が、認識・実践両面で相互に密接な関係を形成しながら螺旋

(らせん)的に統合されて形作られていくリテラシーである。 r螺旋的Jとは、同じ地点に繰り

返し立ち戻りながらも、その過程で新たなつながりを形作ることを通して、より高い次元、より

高い視野に進んでいく形である。
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3.生態学的 1)テラシーの2つの次元

-Anthropo-individualliteracy類揺のりテラシーの次元、 Astro-bio-individualliteracy

生命侶のリテラシーの次元一

生態学的リテラシーは次の二つの次元を持つ。第一に、言語、人問、自然三生態系のうち人間

生態系を焦点に形作られていくものがAnthropo-individualliteracy類錨のリテラシーの次元であ

る。類偲のリテラシーとは、個人が同時に人類の一員でもあると認識し実践することによって開

示されてくる次元のリテラシーであるD 端的には、現在の自分の個人としての生き方が、人類の

一員としての生き方という視点から見るとどのような位寵を持ち、どのような性質の下にあるか

について考え、実践していくことを軸として形成されるリテラシーである。個人を起点として人

間生態系、自然生態系にわたる多様なつながりを認識しそれに基づく実践を手掛かりとして、生

き方、人間関係、アイデンティティー、意思が、相互に隠連しながら形成していく O その中で人

類サイズのものの見方、人類サイズの生き方、人類サイズの人とのつながり、人類サイズのアイ

デンティティー、人類サイズの意思を育てていくリテラシーである。

第二に、言語、人間、自然三生態系のうち、自然生態系を焦点に形作られていくものがおtro-

bio-individual literacy宇宙・生命儲のリテラシーである。端的には、偲人としての生き方と自

然の一部としての生き方という視点から見ると自己の今の生き方はどのような位置を持ち、ど

のようなものかを考え、実践していくことを軸として形成されるリテラシーであるD 自己の、自

然としての存在のあり方を、その字富史的段階、生命・生物史的段階(人類史的段階そ含む)を

たどる中で、自然史・自然生態系サイズのものの見方、生き方、物質・エネルギー・生物・生命

とのつながりの持ち方、 「物質・エネルギー・生物・生命J体としての自己というアイデンティ

ティーの三者が相互に関連しながら形作られていくリテラシーである。

宇宙・生命個のリテラシーは、類個のリテラシーを基礎としつつも、自己の自然としての存在

のあり方を考え、実践することを軸として形成される。

4. r言語@人間@自然三生態系のトータルエコロジ-Jを呂指すリテラシー

グ、ローバル化の下にある世界の急激な変動、つまり人間生態系における急激な変動によって、

言葉とそれが示す内実にずれが生じてきている。すなわち言語生態と人間生態の問の結びつきが

揺らいでいる。また、人間の生活が自然との直接的なつながりを持たなくなっている都市生活中

心の社会、さらには人が自然とつながるべき農が工業化され、その結果、両者のつながりが断ち

切られてきている社会の下で、人間生態系と自然生態系のつながりが希薄化している。そのため

人間生態系を仲立ちとした言語生態系もまた自然生態系から粟離してきている。

このような状況を前に、言語と人と自然の三者が、相互作用をなす生きたつながりとして働い

ている状態、つまり言語、入、自然の在り方の良さが良好な状態(=r言語・人間・自然生態系

のトータルエコロジ~J )の形成を目指すものが生態学的リテラシーの膏成である。
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5.生態学的 1)テラシーの構成:人間生態学的 1)テラシーと自然生態学的 1)テラシー

生態学的リテラシーは、類偲のリテラシーを中核とする人間生態系に関わる認識・実践に対す

る人間生態学的リテラシーと、宇宙@生命{患のリテラシーを中核とする人間的自然としての自己

を含む自然生態系に関わる認識・実践に対する自然生態学的リテラシーによって構成される O 人

間・自然生態学的両リテラシーである必要の理由は、第一に、言語生態系は、人間・自然両生態

系を認識・実践対象とすることにより形成される言語の生態系であって始めて、人間にとっての

意味の総体を包摂する言語生態系として成立することによる O 第二に、自然生態学的リテラシー

(及びその育成)なしに、人間的自然としての人間観に基づく人間生態学的リテラシーが自然生態

学的リテラシーに支えられたものとなることはできない。逆に、人間生態学的リテラシー(及びそ

の育成、従ってどんな理由で人間が自然生態系について認識を深め、活動する必要があるかなど)

なしには、そもそもなぜ自然生態学的リテラシーを取り上げるかが理解できない。特に、多くの

文系志向、文系出身の学習者、日本語教師に理解できない。第三に、何よりもまして、生態学、

持続可能性言語教育はいづれも、生存のありようとその基盤を問うものである。これは人間、自

然両生態系における、入、生命体の生きることのありょう、その基盤をそれぞれ中核として問う

ものであり人間・自然両生態系を認識・実践対象とする高リテラシーを必要とする。

V.自然生態学的リテラシーの育成

1 .自然生態学的リテラシーの規定

生態学的リテラシーのうち、自然生態学的リテラシーとは、自然・人間・言語生態学、従って

総合生態学の枠組みのパースペクティブに基づき捉えた自然生態系の事象に関するリテラシーで

ある。

従って第ーに、自然生態系フロパーではなく、必ずトータルエコロジーの視点から捉えた自然

生態系の事象に関するリテラシーである O 第二に、それは、 最先端の、但し細分化された自然

科学各分野の知見を、自然生態学(生態系・群集・個体・宇宙生命菌各生態学)の知見・枠組み

のパースペクテイブに沿って結びつけることを手がかりとして対象事象を捉えるリテラシーであ

る。第三に、それは「自然生態系の自然史的過程と、その自然史過程の現在化されたものとして

捉えられた現在の自然生態系の構造」という自然生態系の歴史的過程と現在的構造を一方に、自

然生態系の歴史的過程と現在的構造を貫いである自然言語生態系を他方に見据えて事象を捉える

リテラシーである。第四に、上記第一~第三に示される対象としての自然生態系在、 「私という

自然J ~/Jち、 「自然によって形作られ、同時に自然を形作るものとしての自己」、 「人間的自然

としての自己Jという自己を端緒として捉え、上記「過程と構造Jを辿る中でその自己観の内実

を獲得すること、その過程で、自己及び対象である自然生態系を、宇宙史@生命史を成しその現

在化としての宇宙・生命・自己から成る自然生態系として捉える主体、即ち、宇宙・生命個とし

ての自己の形成を辿るリテラシーである。

第五に、以上を踏まえ、白然生態学的リテラシーは、自然・生命・言語・{聞に関わる回有の見
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方を獲得するリテラシーである。

~pち、まず1.自然に関して、自然各相を自然史に照らして捉える自然史綴をもっ。また、自

然の現在棺全体を全自然史の現在化として捉え、自然の現在の各一棺を全自然史の凝縮棺として

捉える視一相視全白然史観に立つ。視一相授全自然史観とは、限前の自然の一つの相を視るに際

して、その椙を過去の歴史と無関係にあるものとしてではなく、そこに全自然史の過程が反映さ

れたものとして捉え返す自然の見方を指す。さらに、自然を物質・生命雨段階の進化を辿るもの

として捉え、物質・宇宙を含む自然全体を、生命をもたらしたものとして見る生命を起点に捉え

る自然生態系自然観に立脚する。

2. 生命に関して、生命の各相が、自然史の蓄積なしには実現されることのなかった全自然史

を負うもの、自然史の現在化された自然生態系全体を負うものであるとの認識に立つ生命の負全

自然史・負全生態系観をもっO また、生命の-栂である人間は自然そのものである、人間的自

然であるという捉え方、人間的自然観及び、そのような生命の一相であるこの私は自然そのもの

である、部ち私という自然であること、従って全自然史を負う存在であることの認識と自覚、 ~p

ち、私という自然観に立つ。

3.言語に関して、言語は、人間、自然それぞれの進化の相互交渉的媒体を成し、その相互交

渉的過程において言語もまた進化するものとして形成され、形態進化を辿る O このように言語

は、人間包有の言語の他に広く人間・自然両者に普通的・本質的に存在するもの、人間、自然、

両者それぞれに固有の過程・構造をもつものとして捉えられる。

4. 伺に関して、自己は、類個・生命個・宇宙イ~の存在であることの認識に立!出!する。

2. 自然生態学的リテラシー育成における言語の捉え方

一人間的自然言語・自然言語、人間による自然との対話・それに基づく自然の認識-

生態学においては、人間もまた人間的自然として捉えられ、自然生態系のうち、人間的自然部

分の生態系、即ち人間生態系を成すものとして位置づけられる O 人間は、自然史の上では、類人

猿から人類として進化し、生態系上は生物進化を貫く DNAをヲiき継ぎ、食物連鎖の末端を形成し

ている。また、より広くは水循環、炭素、窒素等物質循環および太陽由来の光合成植物、そして

体内にあって細胞中のミトコンドリアに担われるATP解糖系経由のエネルギー循環のもとにある

自然存在として位置づけられる。この人間的自然部分留有の言語が人間言語である。

これに対して、人間以外の自然富有の言語が自然言語である。

自然生態系の進化により新たに自然秩序が形成されるそのつど、情報が生成される D 自然史の

冒頭、即ち、物質史段階で、宇宙に物質が素粒子の形で出現すると、その位置情報、エネルギー

情報が発生する O 物質が集まって、銀河、恒星の形をした秩序を形成するそのつど、対応する情

報群が生成される。問時にそのように生成される情報および情報群が媒介となって、次の段階の

秩序形成がなされる。

生命史段階に至り、分子状を成していた非生物の物質がRNAの分子群として成長するO その

RNAの自己触媒作用を媒介として、 DNAが出現する O それに伴い秩序に関する情報は、高分子

201 



Area Studiesおukuba33: 191-20土2012

202 

を媒介とする分子言語の形態を成し、一段と多様化、多次元化し、組織だ、ったものとして成長す

る。 DNAを起点とする DNA情報に端を発し 蛋白質合成系、その生成を支えるエネルギー生成

系としての解糖系、呼吸系、免疫系、神経系の秩序生成に伴う情報がシグナル伝達の系をなして

形成される。これは人体郎ち、人間的自然の人間的自然生態系にも貴かれる。さらに花と昆虫な

ど植物と動物両個体問、みつばちのダンスコミュニケーションなどの動物個体問のシグナル伝達

が生態系には網羅され広がっている。このように自然生態系、人間的自然の人間的自然生態系両

者全体を貫くものとして'情報が形成される。

生態学においては、以上のような秩序と相互作用、紹互交渉を成しつつ、伝達機能を成す情報

を「自然言語J (マトウラーナ&ヴアレラ 19 9 1 P 1 78)として捉える O その上で、自然生態

系、人間生態系を貫いて情報が形作る系を自然言語生態系として捉える。

即ち、言語を人間に限られた存在としてではなく、広く人簡を含む自然全体に普遍的・本質的

な存在として捉える。

人間生態系においても、人間的自然における秩序即ち人間社会上、あるいは社会的自然上、の

秩序の形成の都度、その秩序形成を形作る社会的相互作用、相互伝達を媒介し、またその過程で

自身も言語が形成される D これが人照的自然における言語である D この言語は、人間的自然生態

系の即ち、社会的自然の秩序の発達と相即的に形作られたものである。これを生態学では、人間

的自然の言語の生態系、人間的自然言語生態系として捉える。

その場合、このようにして形成された人間的自然言語は、人間の認識、人間の自然認識の過

程、即ち自然情報の認知、認識、その学的形態としての自然哲学、自然科学における認識で内的

言語として発現される形で、自然言語と相互交渉的過程を形成する。これが自然との対話であ

る。社会的自然として、自然一般とは結対的には区別されるものの、そこにおける秩序は、根源

的には人間が食物連鎖の末端をなした上で、特に植物を食料として生産する形で食物連鎖を、人

間的自然固有の形態で実現し、維持生産するための人間関の協働を可能にするための秩序の形

成、その形態のより広い社会的広がりをもった構造、システムの一形成に他ならない。そのよう

な人間生態系の秩序形成は、食糧生産に伴う、気候、土壌、生物、などあらゆる自然生態系の事

象に関する認知、認識、即ちそこにおける自然情報の理解、つまり自然言語との相互交渉的過程

(=自然との対話)を不可欠とする。即ち、人間の人間的自然としての生存を、社会的協働のもと

における自然との相互交渉、相互作用の過程を通して可能とするために、人間向士の人間言語と

ともに、人間的自然言語としての人間言語を媒介とする認識過程における、自然言語との相互作

用、相互交渉的過程を必須とするのである。

以上を、人賠的自然言語生態系と自然言語生態系の関係で捉えかえすと、典型的には、食物連

鎖の上で自然生態系に内在する人間的自然生態系のあり方に却応して、自然言語生態系に内在す

る形で人間言語生態系が存在する。部ち、自然生態系の中に人間的自然生態系が内在的に存在す

るのと即応して、自然言語生態系の中に人間的自然言語生態系が内在的に存在する。生態学のう

ち、言語生態学は、そのもとに内在的に人間的自然言語生態系を包摂する全自然言語生態系を対

象とする学である。即ち、言語生態学は、全自然生態系の進化による新たな自然秩序の形成と、
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そのつどなされる情報、 NIJち、全自然言語生成の相互作用、相互交渉的過程を、現実生態場にお

いて、記述・分析し、保全・育成の対象とする学であり、生態学的リテラシーの脊成を目指す言

語生態学に基づく日本語教育はこの捉え方に郎して進められる。

VI.日本語@内容の統合的学習を通じた既有能力@日本語能力の生態学的連繋による日本語運用

能力寄成

一内容重視と既有能力@日本語連繋の椙補的可能化一

生態学的リテラシーの育成を臣指す言語生態学に基づく日本語教育においては、以下の各領域

で、内容重視の日本語教育であるが故に、既有能力諸力と統合されて第二言語である日本諮習得

が促進される O 逆に既有能力と第二言語である日本語の連繋であるが故に内容学習が可能とな

る。却ち、内容重視と既有能力・日本語連繋の相補的可能化によって日本語習得が促進される。

第一に、内容学習であるが故に、内容学習の統一的テーマを中心に広がりを持つ相互に関連の

ある第二言語である日本語の語・匂・文がrelatedcontext関連文脈の中に、しかも高頻度で登場

する。従って相互に関連づけて理解できるインプットが大量に獲得できることで習得が促進され

る。また相互に関連があるため、理解可能なインプットが増加し、i+lの確保に結びつく。同時に

このため、語嚢マップ。がrelatedcontextの形で、多量に登場する中で、日本語習得が促進される。

第二に、内容学習であるがゆえに、語集スキーマの活用を基礎とする認識能力の最大限の発動

との連繋が可能となる。すなわち内容学習を通じて考える能力が発動され、既に持っている学習

関連の認知・認識能力・学習方絡が活性化され、それを基礎として、第二言語学習のみでは習得

の遅れる高度抽象レベルの語桑能力、それと一体化した抽象概念を内容とする第二言語の文・文

章理解の迅速化が図られる。その結果その文章理解を媒介とする第二言語の高度の口頭活動能力

及び第二言語のもとでの認識能力の形成が促進される。

第三に、内容学翠のための第一言語の口頭能力の発動による協働学習・社会的相互作用によ

り、社会的能力が発動され、それを基礎として、第二言語学習経由のみでは遅れる思考能力の発

動を伴う抽象度の高い協働学習や討論が可能となる。また、第一言語、認知・認識、社会的能力

を活用することで、日本語を学習することができるという言語学習ビリーフが形成され、動機が

促進されるO

第四に、第一言語の下で形成された生活・学習経験が内容学習に関する認識・認知活動の基盤

として機能する。特に、それらの経験に付随する心的イメージに基づく想像力が喚起されること

により、認識・認知をリアリティーの伴うものとすることが可能とされる O さらに、内容学習を

自己を起点として関連づけてゆくために最も重要だとされる内容に対する学習者のレラヴ、アンス

関連性の喚起及び矯意の発動が促進される。

第五に、第一言語の下で培われた文化的知見が、上記の認識・社会・情意、能力と連繁して発動

される。

第六に、第一・第二両文化に基づくアイデンティティ自己概念、の育成が醸成される。これは、
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アイデンティティ自己概念と統合化された世界観、自然観、及びそれらを手がかりとすることで

始めて現実性を帯びる生き方の追求を可能とする。これらの統合によって始めて地に足のついた

生きるカの形成が可能とされる。

以上のように、内容重筏学習であるがゆえに、より効果的に既有能力と統合されて第二言語で

ある臼本語習得が促進される。逆に既有能力と第二言語である日本語の連繁であるがゆえに内容

学習が可能となる O この結果、認知・認識、社会、情意、アイデンテイティー・世界観・自然

観・生き方・生きる力と第一・第二言語の生態学的連繋に基づく、言語と一体化した人間活動の

ための力としての生態学的リテラシーの育成が可能とされる。

こうして、日本語運用能力の育成が、人間活動を支える多様な能力との連繋に基づく有機的な

形で展開され、その下で生きる力の育成が可能とされる。

VII.結語

本論は、第一・第二言語生態系の育成に向けて、自然科学に関する内容スキーマの発動の対象

となるテキストをベースとした自然生態学的リテラシーの育成を併せて追求する言語生態学に基

づく日本語教育の原理的枠組みとそれを形作る諸概念について考察した。具体的には、第ーに、

言語生態学の枠組み、第二に、生態学的リテラシーの育成を目指す言語生態学に基づく日本語教

育の枠組み、第三に、それに基づく自然生態学的リテラシーの育成について論じた。
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